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新型コロナウイルス
感染症への取り組み

国際ガールズ・デーに寄せて

STOP THE SETBACK
～歩みを止めない。後退させない～

ガールズ・プロジェクト

エチオピア
「女性性器切除から女の子を守る」
プロジェクト
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ユ
ネ
ス
コ
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
学
校
を
辞

め
て
し
ま
う
女
の
子
の
数
は
、
20
年
前

に
比
べ
て
7,
9
0
0
万
人
も
減
り
ま

し
た
。
ま
た
、
2
人
に
1
人
だ
っ
た
中

等
教
育
へ
の
女
の
子
の
就
学
が
、
3
人

に
2
人
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
改
善
が

見
ら
れ
ま
し
た
。（
※
1
）

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
中
の
多
く

の
学
校
が
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最

大
約
15
億
人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に

通
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
マ
ラ
ラ
財
団

は
、
こ
の
危
機
に
約
2
，
0
0
0
万

人
の
中
等
教
育
を
受
け
て
い
た
女
の
子

が
、
学
校
を
中
途
退
学
す
る
だ
ろ
う
と

警
告
し
て
い
ま
す
。（
※
2
）
こ
れ
は
女

の
子
が
家
事
労
働
の
担
い
手
と
な
り
、

十
分
な
自
宅
学
習
の
時
間
が
と
れ
な
く

な
る
こ
と
や
、
仕
事
を
失
っ
た
家
族
が

子
ど
も
の
教
育
に
お
金
を
か
け
ら
れ
な

く
な
る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
、
女
の
子

が
家
計
を
助
け
る
た
め
に
早
す
ぎ
る
結

婚
を
し
た
り
、
働
き
は
じ
め
る
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
が
悪
化
す
る
と
、
早
す
ぎ
る
結

婚
や
人
身
取
引
と
い
う
形
態
の
搾
取
が

増
え
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
早
す
ぎ
る
結
婚
を
し
た
女

性
の
割
合
は
、
1
9
9
5
年
の
4
人

に
1
人
か
ら
約
5
人
に
1 

人
へ
と
、
世

界
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
苦
な
ど
に
よ

り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
、
1
，
3
0
0 

万
人
も
の
女
の
子
の
、
早
す
ぎ
る
結
婚

が
増
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
3
）

実
際
に
、
休
校
で
勉
強
の
機
会
を
失
っ

た
女
の
子
が
、
結
婚
持
参
金
を
得
る
た

め
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
事

や
家
族
の
世
話
な
ど
の
負
担
が
急
増
し

た
り
、
何
百
万
人
も
の
女
の
子
や
若
い

女
性
た
ち
が
、
人
身
取
引
や
家
族
を
助

け
る
た
め
の
サ
バ
イ
バ
ル
・
セ
ッ
ク
ス

に
従
事
し
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
25
年
で
、
15
〜
19
歳
の
思
春

期
の
女
の
子
の
早
す
ぎ
る
出
産
は
、
世

界
平
均
で
1,
0
0
0
人
あ
た
り
60
人

か
ら
44
人
へ
と
減
少
し
て
い
ま
す
。（
※

4
）
し
か
し
、
国
連
人
口
基
金
（
U

 
N
 

F
P
A
）
に
よ
れ
ば
、
休
校
や
外
出
自

粛
の
な
か
で
、
4
，7
0
0
万
人
以
上
の

女
性
が
避
妊
具
・
薬
を
手
に
で
き
な
く
な

り
、
7
0
0
万
件
も
の
望
ま
な
い
妊
娠
が

起
こ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
3
）

　

こ
の
背
景
に
は
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
医
療
機
関
の
閉
鎖
や
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
、
休
校
に
よ
り
や
プ
ラ
ン
の
よ
う
な

N
G
O
の
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
い
、
思
春
期
の
女
の
子
に
必
要
な
性

と
生
殖
に
関
す
る
情
報
が
行
き
渡
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

国際ガールズ・デーに寄せて

「友達が恋しい」と訴えるの女の子（ペルー）

FMG/Cの撲滅のために活動す女の子（シエラレオネ）

13歳で結婚・出産した女の子（シエラレオネ）

難民キャンプで暴行され出産した15歳の女の子
（ウガンダ）

1995年に北京で開催された第
4回世界女性会議（北京会議）か
ら、25年間の女性の状況と進捗
について、プラン・インターナシ
ョナルとユニセフ、UNWOMEN
が調査レポートを発表しました。

2020年10月7日に、東京藝術大学デザイン科准教授でアーティスト
のスプツニ子！さんと国際協力・ジェンダー専門家の大崎麻子さん
とのトークイベントをライブ配信します。コロナ禍で世界の女の子
たちが直面する課題に目をむけ、思いを馳せる大切さを伝えると
ともに、日本の女の子たちへのメッセージを発信いただきます。
日時：10月7日（水）　19時～20時　　　　　
ライブ配信については、プランのウェブサイトをチェック！

教
育

有
害
な
慣
習

貧
困
と
社
会
的
保
護
の
欠
如

﹁
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
﹂

世
界
に
向
け
て

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

　

3
月
11
日
、
世
界
保
健
機
関
（
以

下
、
W
H
O
）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D‒

19
、

以
下
略
）
の
流
行
を
「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
み
な
せ
る
」
と
発
表
し
て
か
ら

約
半
年
。
世
界
各
国
で
感
染
者
・

死
亡
者
数
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、

W
H
O
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
感
染
者

は
2
，
6
0
0
万
人
・
死
亡
者
87
万

人
を
超
え
ま
し
た
（
9
月
6
日
時

点
）。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
先

進
国
で
の
感
染
拡
大
が
顕
著
だ
っ
た

最
初
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル

や
イ
ン
ド
な
ど
プ
ラ
ン
が
活
動
を
す

る
地
域
で
も
急
激
に
感
染
者
の
増
加

が
続
い
て
お
り
、
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
女

の
子
が
教
育
の
機
会
を
失
っ
た
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
に
苦
し

む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

「
女
の
子
の
権
利
」
や
「
女
の
子

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
の
促
進
を
、

広
く
国
際
社
会
に
呼
び
か
け
る
10
月

11
日
の
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
を
機

に
、
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
国
や
機
関
、
N
G
O
が
と
も
に

取
り
組
み
、
改
善
し
て
き
た
環
境
を

後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
一
層
強

く
訴
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現
状
の
危
機

に
つ
い
て
、
解
説
し
ま
す
。

「新型コロナウイルス感染症により、人生のあらゆる機会が、
3カ月や6カ月といった短期間ではなく、

永遠に奪われてしまうとしたらどうしますか？ これは、
世界の何百万人もの女の子や若い女性たちに実際に起きている現実です」

（プラン・インターナショナルCEO　アンネ・ビルギッテ・アルブレクトセン）

　

世
界
で
は
、
毎
年
2
億
人
の
女
の

子
や
女
性
が
女
性
性
器
切
除
（Fem

ale 

G
enital M

utilation/C
utting

、
以

下
F
G
M
／
C
）
の
施
術
を
受
け
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
有

害
な
慣
習
を
な
く
す
た
め
に
、
プ
ラ

ン
を
は
じ
め
多
く
の
国
連
機
関
、
行

政
、
N
G
O
が
長
年
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
が
ユ
ニ
セ
フ
や

U
N 

W
O
M
E
N
な
ど
と
共
同
で
発

表
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
「A

 N
ew

 Era 

For G
irls

（
コ
ラ
ム
参
照
）」
に
よ
る
と
、

F
G
M
／
C
を
実
施
し
て
い
る
国
・
地

域
で
施
術
を
受
け
た
15
〜
19
歳
の
女
の

子
の
割
合
は
、
過
去
25
年
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
休
校
や
都
市
封
鎖
に
よ

っ
て
女
の
子
の
家
に
い
る
時
間
が
長

く
な
り
、
平
時
で
あ
れ
ば
避
け
ら
れ

た
施
術
が
今
後
10
年
で
2
0
0
万
件
実

施
さ
れ
る
可
能
性
が
国
連
に
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
3
）
仕
事
を
失
っ

た
り
、
経
済
的
に
苦
し
く
な
っ
た
り
し

た
施
術
師
が
、
F
G
M
／
C
の
施
術
を

行
う
こ
と
で
収
入
向
上
を
図
っ
た
こ
と

も
一
因
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
を
す
る

と
偽
っ
て
医
師
の
も
と
に
連
れ
て
行
き
、

F
G
M
／
C
の
施
術
を
受
け
さ
せ
た
ケ
ー

ス
も
発
覚
し
ま
し
た
。　

これまでの歩みがわかるレポート
「A New Era For Girls」

国際ガールズ・デーのイベントをライブ配信します！

※3:UNFPA; Impact of the COVID-19 Pandemic on Family Planning and Ending Gender-based Violence, Female Genital Mutilation and Child Marriage,2020.
※4:United Nations Children’s Fund, UN Women and Plan International,A New Era for Girls: Taking Stock of 25 Years of Progress, New York, 2020.

※1:UNESCO Institute for Statistics, September 2019.
※2:Malala Fund. Girls’ Education and Covid-19,2020.

　

W
H
O
の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
7

月
27
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
W
H
O
が

宣
言
し
た
世
界
的
な
健
康
危
機
の
中
で

も
っ
と
も
深
刻
だ
と
述
べ
る
と
と
も
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世

界
を
変
え
た
。
人
や
地
域
を
、
国
同
士

を
結
び
付
け
る
と
と
も
に
、
ば
ら
ば
ら

に
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
緊
急
時
こ
そ

S
D
Gs（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が

掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
プ
ラ
ン
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を

重
要
な
使
命
と
し
て
、
特
に
影
響
や
被

害
を
受
け
や
す
い
子
ど
も
た
ち
、
女
の

子
た
ち
な
ど
に
支
援
を
届
け
る
た
め
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

調査レポート
（日本語）は
こちら
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　前ページでご紹介した通り、休校などにより一度学校
に行かなくなった女の子は、復学するのが非常に難しく
なります。そのためプランは、教材やマスメディア、オ
ンラインを活用して子どもたちが休校中も学び続けられ
るための支援や、復学した際に安心して学校に通えるよ
うに手洗い設備やマスク、生理用ナプキンの準備などを
行いました。

　自宅で過ごす時間が増えると、虐待や性暴力などが増え
る傾向にあります。こうしたことを防ぐために、プランが
主催する子どもクラブや若者クラブのメンバーが中心とな

って、地域での啓発活動を行ったり、
テレビやラジオ、SNSを通じた啓発
メッセージを発信しています。その
ほか、地域のボランティアによる
個別訪問や被害を受けた女の子へ
の支援なども続けています。

　都市封鎖や外出自粛により、仕事を失ったり、経済的
に厳しい状況に直面したりする家庭が増えています。プラ
ンは、食料支給のほか、移民やもっとも弱い立場にある世
帯への現金支給などを続けてきました。しかし、長期化が
予想されるこのパンデミックの中で、仕事を立て直したり、
新しい仕事を見つけたりする生計向上を後押しする支援も
欠かせません。

　プランの活動地域では、感染予防の基本である手洗いの
できる衛生的な環境が整っているところは、そう多くあり
ません。しかし、日ごろから地域で活動を行っているため、
どこに手洗い場を設置すべきか、人々にどのような衛生環
境や情報を提供するべきかを把握していたので、多くの地
域で迅速に対応をすすめることができています。

　医療機関の閉鎖や休校により、思春期の女の子に対して
性と生殖に関する健康と権利についての必要な情報を提供
する機会が減ってしまいました。実際に、望まない妊娠な
どの相談件数が増えてきています。プランは SNSやコミュ
ニティラジオなどを活用し、女の子たちに必要な情報を提
供したり、生理用品や下着、洗濯石けんなどの衛生キット
を配布したりするなどを続けています。

新型コロナウイルス感染症への取り組み

←ガーナでは、政府系教育機関とともに
テレビやラジオなどのオンラインプログラ
ムを実施。9月に学校が再開するまでに1
万9,000人以上の生徒が授業を受ける予
定です

→カメルーンでは、子どもたち
が感染を予防し安全に教室で過
ごせるように、学校に手洗い場
を設置し、マスクや消毒液などの
衛生用品を提供しました

プラン・スポンサーシップの
「信頼関係」と「仕組み」を生かした

迅速な支援

女の子たちが
学び続けられるように

子どもたち、
女の子たちを
暴力から守る

経済的に厳しい
家庭をサポートする

水と衛生、保健サービス
へのアクセスを改善する

生理の悩みを解決し、
早すぎる妊娠を防ぐ

新型コロナウイルス感染症の拡大をうけて、プラン・インターナショナルは、
これまでに全世界で約6,735万人（8月28日現在）の人々に対して支援を行ってきました。

移動が厳格に制限されるなか、迅速かつ柔軟に対応できたのは、
プラン・スポンサーシップで日ごろから地域の人々や行政などとの「信頼関係」と、

子どもクラブや保健・衛生ボランティアの存在といった既存の「仕組み」があったためです。
感染防止対策を最優先に

おもに5つの柱で取り組んできた、これまでの活動を振り返ります。フィリピンでは、女の子や若い女
性を中心に、子どもの保護、ジェ
ンダーに基づく暴力の事例を報告
するための研修を実施。18歳のレ
イリンさんはこの研修に参加した
女の子の一人です。「プランの研修
を受けて、私は女性として虐待か
ら守られる権利があることを学び
ました。私を守ってくれる法律が
あるのです」

※感染状況によって、より支援を必要とする国を月ごとに見直しています

インドネシアに住む28歳のダマリスさんは、プランのプロジェクトで有機農業
を学びました。唐辛子やトマト、豆などを栽培するほか、地域の人々にも知
識を伝えることで、人々の生計向上の一助となっています。「パンデミックの
間もプランはずっと私をサポートしてくれました。生計手段を持たなかった
自分が安定した収入を得られるようになり、緊急時に強みとなっています」

エチオピアでは、コミュニティの人口密度が高い地域に5,000リットルの水を
供給できる一時的な手洗い施設を10カ所設置しました。平均して、1日に約
1,000人が手洗い場を利用しています。消防局と災害リスク管理委員会と協
力し、毎日無料で給水タンクに水を補充しています

モザンビークでプランの活動
に参加する16歳のオリシアさ
んは、「医療機関が閉鎖するな
どで診察を受けられない状況
が続き、受診が必要な若い女
の子や女性に影響を与えてい
ます」と話します

特集

■ 中東、東南アフリカ　■ 西アフリカ　■ アジア　■中南米

新型コロナウイルス感染症対策でプランが支援した人の数

6月5月
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4,000

2,000

0
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女性外性器の一部もしくはすべて
を切除する、あるいは医学的治療
以外の理由で女性性器を傷つける
行為です。多くは15歳になる前に
施術を受け、出血多量や感染症に
よって死に至ることもあります。
また、分娩合併症や心の傷など心
身に多大な影響を及ぼすこともあ
ります。

宗教や伝統文化と結び付けて語ら
れることもありますが、多くは「昔
から大人の女性になるために必要
とされているから」という、見え
ないルール（社会規範）――つまり、
「みんながやるべきと考えるから
FGM/Cをやる」というのが現状です。

94％

5％

女の子が直面する問題に
焦点を当てて解決する

Vol.7 ガールズ・プロジェクト

FGM/Cとは？

なぜFGM /Cを行うのか？

世界で2億人の女の子や女性が施術を受けたといわれる
女性性器切除（Female Genital Mutilation/Cutting: FGM/C）。
プラン・インターナショナルが2017年7月からサウス・エチオピア活動地域で実施した
「女性性器切除から女の子を守る」プロジェクトと、今後の展開についてご紹介します。

レポーター：
プログラム部／道山恵美職員

成果をあげつつあるFGM/C
撲滅プロジェクトが周辺地域に拡大

エチオピア

　
エ
チ
オ
ピ
ア
で
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
T
A
C
L
E（
フ
ラ
ン
ス

語
で「
対
抗
す
る
」の
意
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

お
も
に
F
G
M
／
C
を「
知
る
」活

動
と
、
施
術
を
受
け
て
傷
つ
い
た
女

の
子
た
ち
の「
サ
ポ
ー
ト
」活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

﹁
知
る
﹂
活
動

●
学
校
で
F
G
M
／
C
や
早
す
ぎ

る
結
婚
の
現
状
を
学
び
、
生
徒
た

ち
自
ら
が
考
え
を
発
信
す
る

●
過
去
に
施
術
し
て
い
た
女
性
た
ち

に
そ
の
弊
害
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

F
G
M
／
C
を
な
く
す
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
う

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
男
性
も
交
え
た

対
話
を
行
う

●
ラ
ジ
オ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

情
報
を
発
信
す
る

﹁
サ
ポ
ー
ト
﹂
活
動

●
実
際
に
F
G
M
／
C
を
受
け
た

女
の
子
や
女
性
、
そ
の
家
族
に
対

す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
医
療
機

関
へ
照
会
す
る

●
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
や
警
察
・
司

法
を
含
む
行
政
と
連
携
す
る

　

2
0
1
6
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

シ
ェ
ベ
デ
ィ
ー
ノ
郡
が
あ
る
サ
ウ
ス
・

エ
チ
オ
ピ
ア
活
動
地
域
で
は
、
こ
の

慣
習
を
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
女
性

は
約
15
%
、
男
性
は
5 

%
し
か
い
ま

せ
ん
で
し
た
。「
み
ん
な
が
や
る
か
ら

自
分
も
」
と
い
う
同
調
圧
力
が
あ
る

中
で
、「
実
は
こ
の
慣
習
を
継
続
す
べ

き
と
考
え
る
人
は
少
な
い
」
こ
と
に

ど
の
よ
う
に
気
づ
い
て
も
ら
う
か
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
鍵
で
し
た
。

　

た
だ
、
性
や
生
殖
に
関
わ
る
こ
と

は
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

す
。
働
き
か
け
の
方
法
を
間
違
え
る

と
、
プ
ラ
ン
の
や
り
方
や
考
え
方
、

そ
し
て
支
援
そ
の
も
の
を
拒
絶
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
非

常
に
慎
重
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
は
、
2
0
0
3
年
に
サ
ウ

ス
・
エ
チ
オ
ピ
ア
活
動
地
域
で
の

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。「
プ
ラ
ン
・

ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
の
支
援

を
通
じ
て
、
教
育
、
水
や
衛
生
、
保

健
と
い
っ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
取
り
組
み
、

徐
々
に
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
ま

し
た
。
こ
の
信
頼
関
係
を
も
と
に
、

F
G
M
／
C
に
つ
い
て
地
域
の
人
と

話
し
始
め
、
行
政
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
、
学
校
や
警
察
と
い
っ
た

影
響
力
を
も
つ
人
た
ち
と
協
働
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

あ
る
程
度
の
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
で
す
。
T
A
C
L
E

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
、
2
0
1
7

年
7
月
か
ら
日
本
の
支
援
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ン
は
そ

の
7
〜
8
年
前
か
ら
、
こ
の
地
で

F
G
M
／
C
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。「
な
ぜ
や
る
べ
き
か
」「
本

当
に
皆
が
や
る
べ
き
な
の
か
」
と
い

っ
た
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

人
の
考
え
を
聞
き
出
し
つ
つ
、
本
当

の
思
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
丁
寧

に
語
り
合
い
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
正
式
な

評
価
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
施
術
を

受
け
た
女
の
子
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
事
例
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、住
民
と
の
日
々
の
対
話
か
ら
も
、

「
F
G
M
／
C
を
な
く
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
考
え
が
広
く
浸
透
し
て

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
7
月
か
ら
は
、

F
G
M
／
C
の
実
施
率
が
も
っ
と

も
高
い
地
域
の
一
つ
で
あ
る
ス
ー
ダ

ン
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
イ
ル
活
動
地
域

で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て

2
0
2
1
年
1
月
か
ら
は
、
エ
チ
オ

ピ
ア
の
ア
ム
ハ
ラ
活
動
地
域
に
も
活

動
が
広
が
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
は
こ
れ
ら
の
地
域
で
も
、

「
こ
の
慣
習
を
変
え
て
い
き
た
い
」と

思
う
人
々
の
思
い
が
発
信
さ
れ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
、
政
治
家
へ
の

勉
強
会
や
現
地
の
市
民
団
体
と
の
連

携
な
ど
を
通
じ
て
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と

ス
ー
ダ
ン
で
F
G
M
／
C
を
禁
じ

る
法
律
が
確
実
に
執
行
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

周
り
と
同
じ
よ
う
に
ふ
る
ま
わ
な

い
と
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
同
調
圧
力
は
、
時
代

や
社
会
に
よ
っ
て
は
個
人
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
勇
気
を
も
っ
て
声
を
上
げ

よ
う
と
す
る
女
の
子
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
た
ち
を
、
ぜ
ひ
日
本
か

ら
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｇ
Ｍ
／
Ｃ
に
対
抗
す
る

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
当
は
み
ん
な

続
け
た
く
な
い

10
年
以
上
の
活
動
で
培
っ
た

信
頼
関
係

経
験
を
生
か
し
て

活
動
地
域
を
拡
大

「FGM/Cをなくそう」とメッセージを送る女の子

学校でのクラブ活動で、FGM/Cや早すぎる結婚などについて意見を交わす女の子たち

FGM/Cを「施術する」側から「なくす側」へ。
プランとともに活動する元施術師の女性たち

プランスタッフと住民たちの対話は、長年継続的に行われてきました

エチオピア
国統括事務所
活動地域事務所

FGM/Cを継続すべきか

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

継続すべき

やめるべき

わからない

15％

83％

2％
1％

男性

Etiopia Demographic and Health Survey 2016を元に作成

女性「ガールズ・プロジェクト」の
ご支援をお願いします
  ●死に至ることもある慣習

 「女性性器切除から女の子を守る」  プロジェクト

ご寄付や活動詳細についてはウェブサイトをご覧ください



トーゴ

ー
ゴ
の
中
央
州
モ
県
で
暮
ら
す
11

歳
の
女
の
子
、
ク
ン
バ
は
生
ま
れ

つ
き
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
聴
覚
障
が

い
の
な
い
両
親
や
ほ
か
の
き
ょ
う
だ
い

と
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
黒
板
を
使
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　

聾ろ
う

学
校
は
自
宅
か
ら
遠
い
た
め
、

ク
ン
バ
は
近
く
の
小
学
校
に
入
学

し
ま
し
た
。
し
か
し
障
が
い
の
な

い
子
ど
も
に
合
わ
せ
た
授
業
で
は
、

授
業
に
つ
い
て
い
く
こ
と
も
、
先
生
や

同
級
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
も
難
し
く
、
ク
ン
バ
は
い
つ
も

一
人
ぼ
っ
ち
で
し
た
。

る
日
、
ク
ン
バ
が
通
う
学
校
で
、

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

が
実
施
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ

い
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
障
が
い
や
貧
富
の
差
、
居
住
地
に
よ
る

区
別
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
同

じ
学
校
で
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
」
を
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

子
ど
も
た
ち
に
合
わ
せ
た
学
び
の
仕
組
み

を
整
備
し
た
り
、
子
ど
も
と
学
校
を
取
り

巻
く
す
べ
て
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
ン
は
ク
ン
バ
の
学
校
を
含
め
、
49

の
学
校
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
や
そ
の

方
法
を
話
し
合
う
勉
強
会
を
行
い
、
保
護

者
や
地
域
の
人
々
に
も
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
を
続
け
ま
し
た
。

う
し
て
ク
ン
バ
の
学
校
生
活
が
順

調
に
い
き
は
じ
め
た
矢
先
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
学
校
が
休
校
に
な
り
ま
し
た
。

「
な
ぜ
学
校
に
行
け
な
い
の
？　

な
ぜ
マ

ス
ク
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」
十
分

な
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
ク
ン
バ
の
不
安
は

募
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
プ
ラ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

を
通
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
情
報
や
予
防
方
法
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、
外
出
が
で
き
な
い
ス
ト
レ

ス
か
ら
生
ま
れ
が
ち
な
家
庭
内
暴
力
な
ど

の
リ
ス
ク
と
身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
、

手
話
付
き
の
ビ
デ
オ
を
作
成
し
ま
し
た
。

月
に
な
り
、
最
終
学
年
で
あ
る
ク

ン
バ
の
学
年
は
授
業
を
再
開
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
感
染
症
拡
大
の
可
能
性
が

あ
り
、
緊
張
は
続
い
た
ま
ま
で
す
。
そ
れ

で
も
、
学
校
や
学
ぶ
こ
と
が
好
き
に
な
っ

た
ク
ン
バ
は
、
前
向
き
に
将
来
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
将
来
は
み
ん
な
の
役
に
立
て
る
助
産

師
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
昔
の
私
な

ら
『
ど
う
せ
無
理
』
と
諦
め
て
い
た
と
思

い
ま
す
が
、
い
ま
は
違
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
手
話
を
学
ん
で
た
く
さ
ん
勉
強
し
た
い
。

先
生
や
両
親
、
そ
し
て
周
り
の
人
が
協
力

し
て
く
れ
た
ら
、
き
っ
と
な
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
」

覚
障
が
い
や
視
覚
障
が
い
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
障
が
い
に
関
し

て
の
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
先
生

た
ち
は
、
ク
ン
バ
だ
け
で
な
く
、
生
徒
全

員
が
わ
か
る
よ
う
に
、
黒
板
の
字
を
大
き

く
書
い
た
り
、
大
き
く
は
っ
き
り
し
た
声

で
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
に
書
き
終
わ
る
ま
で
、

黒
板
を
消
さ
ず
に
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
級
生
も
、
手
紙
や
イ
ラ
ス
ト
を
通

じ
て
、
ク
ン
バ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

トーゴの遠隔地に位置するモ県では、障がい
は「呪い」と見なされるなど、障がい者への
差別が根強く残っています。学校も、施設の
設計から授業の教え方まで、個々の子どもの
特性に対応できていません。そして新型コロ
ナウイルスの感染拡大のような緊急事態時に

取り残されがちなのは、クンバさんのように
障がいのある子どもたちです。プランは、現
地の政府や学校職員、保護者・地域、そして
子どもたちとともに、すべての子どもが守ら
れ、ともに学び、夢を実現できる社会を目指
して活動を続けています。

すべての子どもが守られ、ともに学べるように
解説：プログラム部　村松良介職員

ト

聴

あ

こ

6

illustration by Noriyuki Goto

障がいのある子どもの教育支援
クンバが生きていくために必要なこと
西アフリカにあるトーゴは、細長い小さな国で、人口の多くを子どもや若者が占めており、
多くの人々が農業に従事しています。グローバル・プロジェクトを実施する中央州モ県も、
農村地域です。すべての子どもがともに学び、夢を実現できる社会を目指すこのプロジェ
クトについて、ある女の子のストーリーを通じてご紹介します。

アタクパペ

ソコデ

カーラ

ガーナ

ベナン

トーゴ

首都 ロメ

トーゴ
国統括事務所
活動地域事務所
実施場所：モ県
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世界が直面するリスクから
子どもを守る

Vol.6 グローバル・プロジェクト

「グローバル・プロジェクト」の
ご支援をお願いします
  ●どんな子も教室から排除しない

「障がいのある子どもの教育支援」プロジェクト

ご寄付や活動詳細についてはウェブサイトをご覧ください



P L A N  N E W S11 ● お問い合わせ先：寄付受付・企業連携担当　Mail：hello@plan-international.jp

ひとつのプロジェクトを
「まるごと」支援

Vol.5 支援のさまざまなカタチ オーダーメイド・プロジェクト

　

こ
れ
ま
で
に
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
プ
ラ
ン
・
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

や
単
発
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
私
の
行
動
指
針
は
「
す

べ
て
の
事
柄
は
現
場
を
知
る
こ
と
か

ら
」
な
の
で
、
こ
の
間
「
い
つ
か
現

地
へ
」
と
い
う
思
い
は
常
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
経
営
者
と
し
て
会
社

を
切
り
盛
り
し
て
い
た
た
め
、
実
行

に
移
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水
と
衛
生
環
境
改

善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
経
営
を
退
い

た
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
了
時
に
は
必
ず
現
地

訪
問
を
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
し
た
屋
根
付
き
の
貯
水
施
設

で
は
、
井
戸
水
を
三
回
浄
水
し
て
飲

み
水
に
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ト
ル

に
入
れ
て
11
村
2
，7
0
0
人
も
の

人
々
に
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
現
地
の
雇
用
も
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
を
訪
問
す
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
お
土
産
を
現
地

で
手
配
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
わ

ず
か
な
金
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

1
0
0
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
全

員
に
行
き
渡
る
文
具
と
、
共
有
の

ボ
ー
ル
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
子
も

キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
で
宝
物
を
扱
う

よ
う
に
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
行
っ
た
ど
ん
な
旅
行
よ
り
も

よ
い
思
い
出
で
す
。

　

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

が
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
私

の
よ
う
に
お
金
の
支
援
を
す
る
人
の

ほ
か
に
、
日
本
お
よ
び
現
地
に
い
る

た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
が
い
て
初
め
て

実
行
で
き
る
。
そ
れ
を
直
接
感
じ
ら

れ
た
こ
と
も
、
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

進
行
中
の
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

就
学
前
教
育
施
設
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
継
続
し
て
支
援
を
決
め
た
の

は
、
こ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
体
験
が

あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
と
い

う
言
葉
の
通
り
、
衣
食
が
足
り
な
け

れ
ば
、
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
戦
後
す
ぐ
の
日
本
と
同

じ
よ
う
に
、
世
界
に
は
食
べ
る
こ
と

さ
え
十
分
で
な
い
国
が
い
ま
だ
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
り
多
く

の
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
バ
ブ
ル
期
、
私
は
家
族

や
社
員
の
た
め
に
が
む
し
ゃ
ら
に
働

き
な
が
ら
も
、
利
益
優
先
の
日
本
社

会
に
生
き
る
目
的
を
失
い
か
け
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
に
プ
ラ
ン
の
広
告
を

見
て
支
援
を
始
め
て
か
ら
、
少
し
ず

つ
人
の
役
に
立
つ
自
分
を
認
識
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
微
力
で
も
支
援
を
続
け
、
そ
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水が供給されている地元の小学校を
訪問。水道ができてから児童たちは
手の洗い方なども学んでいる

浄水システムを備えた貯水施設。できた
飲料水をボトルに入れて各村へ。配送用
のオート三輪も支援により購入された

引
退
後
に
果
た
し
た

念
願
の
現
地
訪
問

ひ
と
つ
の
貯
水
施
設
の
水
が

11
の
村
の
助
け
に

利
益
追
求
で
失
い
か
け
た

人
生
の
目
的
を
取
り
戻
す

堀内 満さん

子どもたちの澄んだ瞳に感激した
カンボジア訪問
「カンボジアの水と衛生環境改善プロジェクト」に続き、「ベトナムにおける就学前教育施設
建設プロジェクト」にもご支援いただいている堀内さんにお話をうかがいました。

堀内満さん。現地訪問に
同行されたお嬢さんと
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弊
社
で
は「
市
民
に
愛
さ
れ
市
民

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
企
業
理
念
の

も
と
、
よ
き
企
業
市
民
と
し
て
、
地

域
社
会
と
の
共
生
を
大
切
に
し
、
社

会
貢
献
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

と
は
、
2
0
1
3
年
の「
パ
キ
ス
タ
ン

に
お
け
る
女
の
子
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
始
ま
り
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
で「
早
す
ぎ
る
結
婚
対
策
」「
女
の

子
の
生
計
向
上
支
援
」「
女
の
子
の

理
数
科
学
力
向
上
支
援
」「
月
経
衛

生
管
理
」
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、８

年
前
に
遡
り
ま
す
。

弊
社
の
C
S
V
活

動（
※
）担
当
部
署

か
ら
の
支
援
先
提

案
の
一
つ
に
、
プ
ラ

ン
の
名
前
が
あ
が

っ
た
こ
と
、
ま
た
、

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
女
性
社
員
や
担

当
役
員
が
、
プ
ラ
ン

の「Because I am

 

a G
irl

」
の
車
内
広

告
を
見
か
け
て
い

た
こ
と
が
重
な
り

ま
し
た
。

　

衝
撃
的
な
コ
ピ
ー

と
、「
女
の
子
だ
か
ら
」と
い
う
理
由

だ
け
で
、「
10
代
で
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
」

「
学
校
に
行
か
せ
て
も
ら
え
な
い
」と

い
っ
た
内
容
に
ぐ
っ
と
心
を
掴
ま

れ
、「
次
世
代
を
生
む
女
性
へ
の
支

援
が
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る
課
題

の
解
決
に
繋
が
る
。
こ
れ
は
弊
社
が

目
指
す
方
向
に
一
致
す
る」と
ス
ム
ー

ズ
に
支
援
が
決
ま
り
ま
し
た
。
弊
社

の
女
性
用
時
計
ブ
ラ
ン
ド「
シ
チ
ズ

ン　

ク
ロ
ス
シ
ー
」
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
ク
ロ
ス
シ
ー
が「
女

性
が
身
に
着
け
る
こ
と
で
勇
気
が
わ

き
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
」

そ
ん
な
思
い
を
込
め
た
ブ
ラ
ン
ド
だ

か
ら
で
す
。

　

と
は
い
え
、
実
際
に
支
援
を
ス
タ
ー

ト
し
て
、
プ
ラ
ン
の
担
当
者
か
ら
早

す
ぎ
る
結
婚
に
つ
い
て
の
過
酷
な
現

状
を
聞
い
た
と
き
に
は
、「
果
た
し
て

私
た
ち
は
そ
の
現
実
を
背
負
う
こ
と

が
で
き
る
の
か
」と
、
メ
ン
バ
ー
で
話

し
合
い
を
持
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
最

終
的
に
早
す
ぎ
る
結
婚
の
数
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
痛

感
し
、
以
降
は
、
す
で
に
結
婚
を
強

い
ら
れ
て
し
ま
っ
た
女
性
に
む
け
た

収
入
増
加
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
女

の
子
へ
の
教
育
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
支
援
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
風
習
や
常
識
を
変
え
て
い

く
こ
と
は
短
期
間
で
は
困
難
で
す
が
、

プ
ラ
ン
の
場
合
は
、
長
年
の
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
現
地
の

方
々
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま

す
。
現
地
の
こ
と
を
も
っ
と
も
理
解

さ
れ
て
い
る
の
で
、「
今
現
地
で
一
番

必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
お
客
様
か
ら「
購
入

者
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
共
感
の
ご
意

見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
社
員
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ン
の
報
告
会
で「
月
経
衛

生
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
話
を
聞

い
た
男
性
社
員
は
、
自
分
の
家
族
に

置
き
換
え
て
真
剣
に
考
え
た
よ
う
で

す
。
今
後
も
社
員
一
人
ひ
と
り
が

「
市
民
を
社
名
と
す
る
わ
れ
わ
れ
が
、

市
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
を

考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「女の子だから」をなくしたい。
 8年間にわたり支援を継続中

次
世
代
を
生
む
女
性
を

女
性
向
け
腕
時
計
で
支
援

自
分
の
家
族
に
置
き
換
え
て

社
員
の
意
識
に
も
変
化

● お問い合わせ先：寄付受付・企業連携担当　Mail：hello@plan-international.jp

※CSV=Creating Shared Value 。企業が事業領域に関
連性を持たせながら社会的課題などの問題解決を行うこ
とで、その企業の持続的な成長へとつなげていく活動

企業連携

CSR室

北野令子さん

シチズン時計株式会社

宣伝部宣伝課

高塩万莉枝さん

2013年から8年間で6カ国9つのプロジェクトをご支援いただいている
シチズン時計株式会社の皆さんに、支援のきっかけやご意見などをうかがいました。

「ネパールにおける月経衛生管理プロジェクト」に参加し、再利用可能な
ナプキンを作成する女の子たち

売上の一部を女の子支援プ
ロジェクトにご寄付いただい
ている「シチズン クロスシー」

「マリにおける女の子の早
すぎる結婚対策プロジェク
ト」で早すぎる結婚のリスク
について学ぶ女の子たち

お話をうかがった高塩さ
ん（左）と北野さん（右）

途上国支援に力を入れている
企業の活動をご紹介

Vol.8 未来をつくるパートナーシップ



　

2
0
1
9
年
3
月
か
ら
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
9
歳
の
男
の
子
、
ヤ
ン
さ
ん

と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
も
ら
っ
た
手
紙
に
は
、
果

物
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
オ
レ
ン

ジ
」
と
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
ほ
か

に
文
章
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
ち
ら
か
ら
返
事
を
書

く
際
、
そ
の
日
あ
っ
た
で
き
ご
と
や

気
候
、
日
本
の
行
事
の
こ
と
な
ど
を

書
い
て
、
最
後
に
疑
問
形
の
文
章
で

ま
と
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、「
今
、
日
本
は
冬
で
、
家
の
中

に
い
て
も
寒
い
で
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
ど
う
？
」
と
か
、「
夕
食
に
こ
ん
な

も
の
を
食
べ
ま
し
た
。
ヤ
ン
さ
ん
は

ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
か
な
？
」

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

勉
強
を
兼
ね
て
、
私
か
ら
の
手
紙

は
英
語
で
書
き
ま
す
。
と
は
い
え
、

書
く
ハ
ー
ド
ル
は
下
げ
て
、
短
文
で

全
体
が
6
〜
10
行
く
ら
い
に
ま
と
め

ま
す
。
こ
れ
を
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
に
翻

訳
し
た
も
の
が
、
ヤ
ン
さ
ん
に
届
き

ま
す
。

　

こ
の
方
法
が
よ
か
っ
た
の
か
、
2

回
目
以
降
の
手
紙
は
、
ヤ
ン
さ
ん
の

言
葉
を
大
人
が
代
筆
し
た
文
章
に
な

り
、
私
か
ら
の
質
問
へ
の
答
え
や
、

好
き
な
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
紙
と
ペ
ン
で

手
紙
を
書
く
の
は
数
年
ぶ
り
だ
っ
た

の
で
、新
鮮
な
や
り
と
り
で
す
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
お
手
紙

も
滞
り
、
と
て
も
心
配
に
な
り

ま
し
た
。
マ
ス
ク
は
し
て
る
か

な
、
手
洗
い
は
大
丈
夫
か
な
、

と
母
親
の
よ
う
な
気
持
ち
で

す
。
で
も
、
プ
ラ
ン
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
各
国
の
情
報
を
読
ん

だ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
現
地
で
も
活
動
が
完

全
に
止
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
知
り
、安
心
し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
を
旅
行
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
ビ
ー
チ
で
お
金

に
な
る
ゴ
ミ
を
集
め
て
い
た
子
ど
も

た
ち
か
ら「
こ
こ
で
は
子
ど
も
が
働

い
て
、
大
人
は
家
で
の
ん
び
り
す
る
」

と
聞
き
ま
し
た
。
タ
イ
で
は
、
小
さ

な
子
ど
も
が
、
見
物
料
や
チ
ッ
プ
を

目
当
て
に
ム
エ
タ
イ（
タ
イ
の
格
闘

技
）の
試
合
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
家
計
を
助
け
る
た

め
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

を
目
の
当
た
り
に
す
る
た
び
、
い
つ

か
支
援
を
し
よ
う
と
決
め
て
は
い
た

も
の
の
、「
始
め
る
な
ら
継
続
し
て
支

援
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
の

責
任
を
負
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
躊
躇

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

思
い
切
っ
て
支
援
を
は
じ
め
て

か
ら
、
ヤ
ン
さ
ん
か
ら
の
手
紙
が
楽

し
み
で
す
。
届
く
と
う
れ
し
く
て
、

S
N
S
で「
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
素
敵

な
手
紙
が
届
き
ま
し
た
」「
こ
ん
な
手

紙
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

な
ど
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
旅
の
選
択
肢
に
な
か
っ
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
が
今
は
身
近
に
な
り
、
歴
史
を

調
べ
た
り
ニ
ュ
ー
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

スポンサー　木内あゆみさん　  チャイルド　ヤンさん（9歳）／カンボジア

プラン・スポンサーシップをスタートしたばかりのスポンサーの方へのインタビュー。
短期間で頻繁に交流を続けられている木内さんに、書き方のコツもうかがいました。

手紙を通じて成長の過程を
母親のような気持ちで見守っています

手
紙
を
通
し
て
チ
ャ
イ
ル
ド
の

成
長
を
感
じ
ま
す

継
続
支
援
で
き
る
か
と

躊
躇
し
て
い
ま
し
た

プラン支援者の皆さまの
活動をご紹介

Vol.8 プラン支援者のひろば

木内さんとヤンさんのこれまでの交流記録

2019年

2020年

支援開始

3月

交流スタート。
ヤンさんから初めて、
果物の絵が描かれ
たお手紙が届き、
お返事を送る

4月

6月
ヤンさんから
お手紙が届く 8月

プランから
「1年の歩み」
が届く

12月
ヤンさんから
お手紙が届く

7月ヤンさんへお手
紙を送付。4月
のお手紙のお
返事が届く

9月カレンダー付グ
リーティング
カードを送る。
7月のお手紙の
お返事が届く

1月ヤンさんへお手
紙を送付。9月
のお手紙のお
返事が届く

プラン・ランニング部のメンバーとして、
走って広める活動もしてくださっています

チャイルドのヤンさん。最初に
届いた写真（右）より、1年で一
気に成長したのがわかる

ヤンさんから届いた手紙の一
部。国語が好きで、将来はド
クターになりたいそう
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事務局の
動きなどをご紹介

Vol.8 What's new？～ 事務局ニュース

「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？　

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

お
け
る
中
傷
や
嫌
が
ら
せ
の
こ
と
。

S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及
に
よ
っ
て
、
急

速
に
増
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

S
N
S
を
使
っ
た
ス
ト
ー
キ
ン
グ
や

い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
名
誉
毀

損
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
搾
取
、
迷

惑
行
為
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
プ

ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
は

特
に
、
女
の
子
や
若
い
女
性
に
対
し

て
行
わ
れ
る
、
性
別
に
基
づ
い
た
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
、有
害
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

規
範
を
増
長
さ
せ
る
発
言
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く

迷
惑
行
為
な
ど
を「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

基
づ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
し
て
、
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
今
年
5
月
に
、
S
N
S

で
の
嫌
が
ら
せ
や
本
人
を
傷
つ
け
る

発
言
に
よ
っ
て
、
人
気
女
性
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
の
方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
い
う
言
葉
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
よ
り
も
前
か
ら
、
女
性
へ
向
け

ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

民
間
企
業
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
調

査
対
象
の
約
2
人
に
1
人
が
何
ら

か
の
被
害
に
あ
い
、
約
3
人
に
1
人

（
32
％
）
が
ネ
ッ
ト
上
の
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験
し
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す（
シ
マ
ン

テ
ッ
ク 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

2
0
1
7
年
の
調
査
結
果
よ
り
）。

　

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
チ
ー
ム
は
プ
ラ
ン
・

ユ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
基
づ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
現
在
、

そ
の
結
果
の
分
析
・
評
価
を
行
っ
て

い
ま
す
。
調
査
結
果
は
10
月
11
日
の

国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、

プ
ラ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し

ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

オンライン・ハラスメント調査からみえること

気軽に南米気分を味わえる
パラグアイのソウル・ドリンク「テレレ」
紹介する人：リレーション開発部　関根真美 職員

日本でも「マテ茶」はかなり知名度を上げましたが、「テレレ」とは冷たいマテ茶の
ことです。マテ茶はアルゼンチンやチリを中心に飲まれていますが、内陸国でジャン
グルも有するパラグアイは、亜熱帯気候やトロピカルサバンナ気候など、一年を通し
て暑い国。人々は、冷やしたテレレを大きなジャーに入れて持ち歩き、日中も水を注
ぎ足して飲み続けます。

アドボカシー

職員が紹介するカルチャー

　

プ
ラ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
開
発
教

育
教
材
を
公
開
し
ま
し
た（
制
作
：

プ
ラ
ン
・
フ
レ
ン
ズ
／
制
作
協
力
：

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）。

教
材
は
以
下
の
3
種
類
で
す
。

ワ
ー
ク
1

﹁
私
が
世
界
の
大
統
領
に
な
っ
た
ら
﹂

ワ
ー
ク
2

﹁
考
え
て
み
よ
う
！

　
支
援
で
変
わ
る
女
の
子
の
未
来
﹂

ワ
ー
ク
3　

﹁
途
上
国
に
学
校
を
建
て
よ
う
！
﹂

　

途
上
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
女
子
教

育
の
問
題
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
新
し
い
教
材
で
す
。
国
際

理
解
教
育
や
研
修
等
に
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ご
意
見
、
ご
感
想
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

教材を無料公開 
～ 3つのワークで途上国の今を知る～

開発教育

かわいいイラストがたくさん
使用されています

UN Womenの調
査によれば、お
よそ4人に3人の
女性がオンライ
ン上での暴力を
受けている

ダウンロードはこちらから

教材に関するお問い合わせ
（プラン・フレンズ）
E-mail：  
planfriends@yahoo.co.jp

アドボカシーチーム／
長島美紀職員

P L A N  N E W S13
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トップページには、支援者の方に関連する
最新のお知らせが表示されます

「支援チャイルドへのお手紙書き」
■ 日時：10月18日（日）、11月15日（日）、

12月20日（日）　14時～16時
■ 会場：広島市まちづくり市民交流プラザ
フリースペース（3Fまたは2F） /広島市中
区袋町6-36

■ 内容：チャイルドへのお手紙書き会
■ 参加費：無料　※事前申込不要
■ 連絡先：小村
Mail: naokomura@kej.biglobe.ne.jp

　活動国の現地事務所では新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止にむけた対策に
注力しており、チャイルドへのお手紙の
お届けなどに遅れが生じています。
　こうした状況から、事務局ではこれま
でに届いている皆さまからのお手紙で現
地に発送ができないものについては、引き
続き大切にお預かりし、状況が改善され
次第、順次現地へ発送してまいります。
　また、現在のところ皆さまからの郵送
でのお手紙・ギフトの受付も一時的に停
止させていただき、当面はオンラインの
みでの受付とさせていただいております。
オンラインでお送りいただいたお手紙は、
データの形で現地事務所へ送信いたしま
す。皆さまの引き続きのご理解とご協力
をよろしくお願い申し上げます。

　東京マラソン2021チャリティでも、プ
ランは寄付先団体として選ばれました。
「世界の女の子に、生きる力を。教育や
自立を支援して早すぎる結婚にNOを！」
と題してプロジェクトを継続、新型コロ
ナウイルス感染症拡大でもっとも影響を
受ける女の子たちの支援も行います。皆
さまからのご寄付をお待ちしています。

1万円以上のご寄付をいただいた方には
プランのオリジナルTシャツをプレゼント。
東京マラソン2021チャリティ公式ウェブ
サイトよりお申し込みください。

東京マラソン2021チャリティ
公式ウェブサイト
https://www.marathon.tokyo/charity/

　2019年度の「ギフト・オブ・ホープ～
子どもたちにクリスマスプレゼント・お
年玉を贈ろう～」は、たくさんの方にご
賛同いただくことができました。バング
ラデシュ、ネパール、ヨルダン、ブルキナ
ファソ、トーゴ、エチオピアの子どもた
ちへ、ギフトが届けられています。
　バングラデシュの「少数民族の女性
たちの収入アップ」プロジェクトでは、

女性たちが畜産のスキルを身につけて、
自分の力で収入を得られるようになりま
した。エチオピアの「女性性器切除から
女の子を守る」プロジェクトに合わせ、
生理用ナプキンキットを受け取った女の
子たちが布ナプキンの作り方を学び、生
理中であっても学校に通えるようになり
ました。皆さまからの温かいご支援に改
めて感謝申し上げます。

　書き損じや未使用のはがきが途上国の
子どもたちの支援につながる本キャン
ペーンに、今年も多くの方がご賛同、ご
協力くださいました。
　新型コロナウイルス感染症拡大により、
集計作業ができない学校もあり、途中経
過報告となりますが、8月現在、約134万
円のご寄付をいただいています。厳しい
状況下で途上国に思いを馳せ、工夫して
作業くださった学生有志の皆さまにも心
より感謝申し上げます。

プラン・スポンサーシップでご支援いただいている皆さまへ
チャイルドへのお手紙はオンラインで受付中です

ギフト・オブ・ホープにたくさんのご参加
ありがとうございました！ 

「書き損じはがき・
 未使用はがきキャンペーン2020」への
 ご協力ありがとうございました

「職員報告会」
■ 日時：10月17日（土）　9時30分～11時

30分（受付9時～）
■ 会場：立川市子ども未来センター/立川
市錦町3-2-26

■ 内容：プラン職員による講演
  「新型コロナウイルス対策緊急支援の中
間報告～医療体制が脆弱な地域での
感染拡大を防ぐために～」

■ 参加費：無料　※事前申込不要
■ 連絡先：矢島
Mail: tama-web3@ngo-npo.org

「秋の例会」
■ 日時：10月18日（日）　13時15分～16時

30分
■ 会場：千葉市民会館　会議室 /千葉市
中央区要町1-1

■ 内容：チャイルドへの手紙書き、ほか
■ 参加費：プラン千葉の会員、非会員に
かかわらず、一律500円（1人）

■ 定員：先着30名
■ 申込締切：10月16日（金）
■ 連絡先：前田　
Mail: e_maeda@yellow.plala.or.jp

プラン広島の会 �

プラン支援者の会からイベント開催のお知らせ

�ウェブサイト �フェイスブック　左記アイコンのある会については、以下のプラン・インターナショナルウェブサイトから、各会のページにリンクできます
https://www.plan-international.jp/supporter/plankai

※いずれのイベントも、新型コロナウイルスの感染状況によっては断りなく中止となる場合があります。

■ 支援者の会に関するお問い合わせ先：リレーション開発部　Mail: p-kai@plan-international.jp
※「プラン・ニュース」No.116は、2021年4月上旬にお届け予定です。

2019年東京マラソンのようす

収入アップのための家畜を受け取ったバングラ
デシュの少数民族の女性

「プラン支援者の会」は、全国各地の支援者の皆さまが任意で活動を行っています。「ほかの支援者のみなさんと話がしたい」
「志を同じくする方 と々楽しく活動がしたい」とお考えの方、お近くのプラン支援者の会に参加してみませんか？

あなたも
参加しませんか？

マイ・プラン・ページにご登録いただくと、
手紙送信フォーム上でチャイルド情報な
どが自動入力されるため、より簡単に送
信できます。また、ご支援内容や限定コ
ンテンツもお読みいただけます。

手紙送信フォームでは、季節のイラストや誕生日
用の便箋をお選びいただけます。また、お好きな
写真をアップロードしていただくこともできます。「日
本からこんにちは」「久しぶりのおたより」などの英
語定型文を選択いただけるほか、フリーメッセージ
（500字まで）も入力できます。

※上記の内容は今後の状況の変化により、変更になる可能性があります

ご登録は
こちら

詳しい情報は
こちら

「書き損じはがき・未使用はがきキャンペーン2020」
のフライヤー

マイ・プラン・ページにご登録はお済みですか？

プラン千葉 w多摩SP会 �

「SAZABY」が寄付付き
バッグを販売
　株式会社サザビーリーグは
Because I am a Girl キャンペ
ーン（以下、BIAAG）に賛同し、
2020年10月より、「ベーシック」
「使いやすさ」「上質さ」をコンセ
プトとしたバッグを通して女性
を応援するブランド「SAZABY」
から、売り上げの一部がプラン
に寄付されるショルダーバッグ
を販売くださいます。
　いただいたご寄付は、ガール
ズ・プロジェクトに役立てられ
ます。バッグ内装のSAZABYネ
ームには、BIAAGカラーである
マゼンタを使用しています。
　詳しくは下記ウェブサイトを
ご覧ください。
https://sazaby.net/

プランへの寄付となる
商品のご紹介 

オンライン
手紙送信
フォームはこちら

東京マラソン2021
チャリティへのご寄付を募っています
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プラン・インターナショナルの
Facebook、Instagram、Twitterで活動国の情報や
事務局の日々のあれこれを発信中！

笑顔が素敵な女の子の写真は、グローバル・プロ
ジェクト（P8-9）で紹介したトーゴから。「障がい
のある子どもの教育支援」プロジェクトを行って
いるモ県では、「障がいは呪い」といった誤った考
え方が根強く残っています。「クラスメートが優し
く接してくれる上に、私の障がいが神様の天罰
じゃなくて、病気のためだと分かってくれて、と
てもうれしい」という女の子の言葉が印象的です。

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、国際社会が数十年をかけて改善してきたさまざまな歩みを、たった数カ
月であっという間に後退させています。多くの取り組みが中断を余儀なくされ、弱い立場に置かれた人々、なかでも女
の子に深刻な影響を及ぼしています。でも、彼女たちはくじけていません。パンデミックのなかで到来しつつあると言
われる“New Normal”（新しい日常）に期待することなど、彼女たちが発信する力強いメッセージをご覧ください！

プラン・インターナショナルの活動地域から

イェニファーさん

クリスデリーさん

ファニさん

カルメンさん

プランのSNSをフォローしてください 表紙写真ストーリー

パラグアイの農村では家事は
女の仕事と言われ、女の子
はあまり学校に通えません。
でも「女性にはほかにすべき
ことがある」とイェニファー
さんは考えます。

クリスデリーさんがパンデ
ミック後の新しい日常に望
むのは、「ハイチが女の子に
とって、もっと安全な国に
なってほしい」ということ
です。

ホンジュラスに暮らすファ
ニさんは、学校に通うのも
怖いと感じています。「怖が
らずに学校に行けるように
なること」――それが彼女の
願いです。

ドミニカ共和国のカルメン
さんは、差別の撤廃を望ん
でいます。特に、「アフリカ
系の女の子に対する差別」
がなくなることを強く願っ
ています。

※「国際NGOプラン・インターナショナル」
で検索してください。

届け！女の子たちのメッセージ

Paraguay

スサナさん
ニカラグアの新しい日常は、
「女の子が怖がらず、自信を
もって暮らせる日常」にな
るべきと考えるスサナさん。
そのために彼女も努力を続
けます。

Nicaragua

Haiti

ロサーナさん

モザンビークのロサーナさ
んは「私が暮らす地域では、
性について話すのはタブー
です。私は大人たちがもっ
と心を開けるよう挑戦した
い」と言います。

Mozambique

Honduras

Dominican Republic

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋2-11-22 サンタワーズセンタービル10F
 TEL：03-5481- 6100　FAX：03-5481- 6200
 www.plan-international.jp
※当面の間、ご連絡はウェブサイトの「お問い合わせ」フォームよりお願いいたします。

農
村
部
の
女
の
子
た
ち
に
、

質
の
高
い
教
育
を

男
の
子
、女
の
子
、若
者
た
ち
が

平
等
に
発
言
で
き
る
世
界
を

女
の
子
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
、怖
が
る

必
要
が
な
く
、守
ら
れ
る
世
界
に

自
分
の
性
や
生
殖
に
関
す
る

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

恐
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て

歩
け
る
よ
う
に

自
信
を
も
っ
て
い
る

女
の
子
は
幸
せ
な
女
の
子


